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宮城県貞山高等学校 増山裕子 
 

宮城県貞山高等学校 

貞山 ･･･ 伊達政宗の贈り名より 

多賀城市（多賀城駅、下馬駅より 15 分程度） 

単位制による定時制高校（昼間部・夜間部） 

・修得単位 74 単位以上で卒業（多くは 3～4 年） 

・多数の選択科目（基礎科目 中国語 手話など） 

・授業ごとに教室移動 

 

 

貞山高生応援プロジェクト 

気づき 貞山アイ  

 貞山デザイン 2016 年～ 

段階的な応援 合理的配慮  

 通級による指導 2019 年～ 

 

 

気づき：貞山アイ 

入学前 引き継ぎシート 中学校から   

 高校生活応援シート 本人・保護者から  
生徒情報交換会（随時） 

入学後 気づきシート 各教員から  

 チェックシート 県の様式   

     

 

段階的な応援 

          
参考：通常の学級における多層指導モデル MIM, 海津ら(2008) 

 

 

 



貞山デザイン（ユニバーサルデザイン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月に全職員で確認 

各教師の取り組みを共有（入力シート／職員会議で紹介／全体共有） 

 ・行った工夫 

  ・取り組みの結果（よいことも課題も）  

 

 

合理的配慮 

貞山の合理的配慮の考え方：全体応援（貞山デザイン）の充実により、個別応援（合理的配慮、

個別の学習）が少なくて済む 

 

      
 

広義の合理的配慮 

 以前から行われている個別の配慮・支援 

 貞山デザイン の一部として適宜実施 

   例：座席の配慮、苦手科目の個別指導 

     考査時間割の確認（単位制のため生徒によって異なる） 

 

狭義の合理的配慮 

 他の生徒が不平等を感じる可能性のあるもの 

   例：考査時間の延長、ICT 機器の使用など 

 

 卒業後をみすえて書面での申請 ← 自己理解・ 自分に合った方法探し、支援を求める経験 

環境  校内掲示物の明確化 

スッキリ黒板周辺    

集会時のイス利用 

授業  適切な板書量             漢字にルビ                    

適切な座席配置             ＵＤフォント 

授業の流れやねらいの明示  反復練習        

スモールステップ       ペア学習  

コミュニケーション  わかりやすい言葉     個別の言葉掛け 

指示はひとつずつ    褒める・認める 

話は短く        ＮＧ言葉は× 



通級による指導 

原則 年間２単位（教育課程に替える） 

個別に実施 

診断の有無によらない 

  

１年次：貞山アイ・貞山デザイン 
     

三者面談（コーディネーター同席） 

    おためし通級・合理的配慮の検討 

     合意形成 
     
２年次以降：通級による指導 

 

通級の内容 

みとおしのある生活 

◎カレンダー        

◎スケジュール 

 

・アサーションの表現のロールプレイ 

・先生や友達に伝えたいことを書き出す 

・家事スキル 

・ナビゲーションブック（サポートブック、トリセツ） 

・個別の進路学習（オープンキャンパスの行き方、求人票の見方） 

・校内での仕事体験（感謝される経験、責任を感じる経験、見通しを立てる経験） 

 

 

高校卒業後に必要な力とは 

自分に合ったライフスキルがあることを知って欲しい。 

 卒業後、困ったときに相談する力を身につけて欲しい。 

 

そのために、日常生活・学校生活だけでなく、自分に合った学びも。 

 

「こんな自分もいいんじゃない？」と思って卒業できるように。 

 

 

教材：市販のグッズの活用 

(株)おめめどう  https://omemedo.ocnk.net 

カレンダー（巻きカレ®） 

スケジュール（みとおしメモ®）                

ToDo リスト、えらぶメモ® 

＊商標登録されています 


